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2020年
東京オリンピック・
パラリンピックの
成功に向けて
―スポーツを通して考えるイノベーション―
2014 年11月4日（火）
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　皆さん、こんにちは。専修大学スポーツ研究

所シンポジウムにお越しいただきまして、本当

にありがとうございます。心から御礼申し上げま

す。専修大学スポーツ研究所のシンポジウムは

今回で7回目を迎えました。昨年は日本体育大

学理事長の松浪健四郎先生、それから体操の

田中理恵さんをお迎えしまして、『カレッジスポー

ツの力を考える』というテーマでシンポジウムを

開催しました。今年はスポーツ研究所のスタッ

フで話し合いを重ね、パラリンピックに焦点を

当ててやってみようということになりました。

　そこでまず、今回のゲストはソニーからお二

方をお迎え致します。今、テニス界は錦織圭く

んが世界的に活躍しており、今日の朝の新聞に

よりますと世界でランキング5位になりまして、

ATPファイナルに出場することになりました。

ソニーの方々はスマートテニスセンサーを開発

しまして、テニス界に今、革新をもたらしており

ます。第一部では、ソニーの方からその開発の

秘話や、これからどのようにして応用していくの

かお話しされると思います。第二部では佐藤真

海さんをお迎え致します。佐藤真海さんは皆さ

ん、ご存じだと思いますけれども、2020年東

京オリンピック・パラリンピックの招致で大活

躍致しました。本人もパラリピアンとして活躍し

ておられます。

　われわれの今回のテーマは、『スポーツを通し

て考えるイノベーション』になっております。こ

のシンポジウムが終わりました時に、皆さんの

心の中にイノベーションが起こって大きな仕事

ができるように、そのきっかけとなるよう、心か

らお祈りしております。

　最後になりますが、第一回目からこのシンポ

ジウムの協賛をしていただいております大塚製

薬株式会社様にあらためて御礼申し上げます。

簡単ではありますが、挨拶とさせていただきま

す。ありがとうございました。

ご挨拶
佐藤 雅幸（専修大学経済学部教授／専修大学スポーツ研究所長）


